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『
巻
頭
言
』 

      

松 

        
 

   

皆
様
に
感
謝
、
感
謝
で
す
。 

  
 
 
 
 
 

相
談
役 

保
坂 

武
雄 

「
第
３
８
回
定
期
総
会
」は
３
年
ぶ
り
、 

多
く
の
会
員
出
席
の
も
と
に
実
施
出
来
、

私
は
こ
の
席
で
会
長
を
山
本
さ
ん
に
譲

り
、
相
談
役
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。

こ
の
３
年
間
は
青
木
新
相
談
役
、
内
田

副
会
長
は
じ
め
多
く
の
先
輩
と
沢
山
の

役
員
、
会
員
の
皆
様
に
支
え
て
頂
き
本

当
に
有
り
難
く
、
何
度
感
謝
し
て
も
し

き
れ
ま
せ
ん
。
健
生
会
は
新
年
会
な
ど

年
間
行
事
と
公
的
機
関
で
の
ボ
ラ
ン
テ

イ
ア
活
動
を
除
い
て
、
ほ
ぼ
復
活
し
て

参
り
ま
し
た
。特
に
う
れ
し
い
こ
と
は
、

①
渡
邊
顧
問
の
ご
全
快
。
何
と
「
地
獄

を
見
て
き
た
生
甲
斐
」
に
つ
い
て
ご
講

演
を
頂
き
、
快
気
祝
い
に
多
額
の
ご
寄

付
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。
②
コ
ロ
ナ 

禍
の
な
か
、
減
少
気
味
だ
っ
た
会
員
数 

        

を
今
年
に
入
っ
て
、
増
加
に
転
じ
さ
せ

ま
し
た
。
若
い
世
代
「
ユ
ー
ス
会
員
」 

が
増
加
し
ま
し
た
。
③
年
間
行
事
な
ど

が
お
休
み
せ
ざ
る
を
得
な
い
中
、「
ニ
ュ

ー
ス
発
行
」
そ
の
中
の
健
康
便
り
を
初

め
幾
つ
か
の
連
載
企
画
が
進
化
。「
ま
ゆ

の
会
」
な
ど
の
サ
ー
ク
ル
活
動
が
発
展

を
続
け
「
読
書
サ
ロ
ン
」「
太
極
拳
健
康

体
操
」「
朗
読
の
会
」
と
言
う
新
サ
ー
ク

ル
が
ス
タ
ー
ト
し
元
気
で
す
。
④
会
員

の
バ
レ
リ
ー
ナ
錦
織
舞
さ
ん
が
ル
ネ
サ

ン
ス
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
栄
誉
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
政
府
が
「
文
化

の
交
流
を
通
し
て
平
和
を
築
く
」
目
的

の
賞
で
す
。
長
年
の
フ
レ
ン
チ
バ
ロ
ッ

ク
普
及
活
動
が
評
価
さ
れ
た
の
で
す
。

元
フ
ラ
ン
ス
大
使 

木
内
昭
胤
様
（
元

会
員
で
衆
議
院
議
員
だ
っ
た
木
内
孝
胤

様
の
父
上
）の
ご
支
援
が
多
大
で
し
た
。 

◎
舞
さ
ん
！
お
め
で
と
う
！ 

「
健
生
会
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
（
再
生
）」 

健
生
会
は
「
健
康
と
生
き
が
い
」
を
追 

        

求
し
て
３
９
年
を
迎
え
、
会
、
会
員
と 

取
り
巻
く
世
界
が
大
き
く
変
わ
り
「
再

生
」
が
必
要
と
何
度
も
記
し
て
来
ま
し

た
。
第
一
は
会
員
の
若
返
り
で
す
。
第

二
は
「
健
康
生
き
が
い
」
の
中
身
の
見

直
し
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
健
康
を
保
つ

こ
と
は
勿
論
で
す
が
、
こ
れ
程
の
長
寿

化
社
会
で
は
病
を
避
け
き
れ
な
い
、
認

知
症
は
誰
も
が
罹
る
。
医
学
の
進
歩
で

病
を
得
て
も
認
知
症
を
患
っ
て
も
生
か

さ
れ
る
。
だ
か
ら
「
病
に
な
っ
て
も
認

知
症
に
な
っ
て
も
、
地
獄
を
覗
い
て
も
、

元
気
に
社
会
参
加
を
目
指
す
。」
と
し
て

山
本
会
長
を
中
心
に
現
状
況
に
合
っ
た

「
例
会
」
を
続
々
と
企
画
中
で
す
。 

《
一
転
、
こ
こ
か
ら
は
夢
物
語
！
》 

「
戦
争
の
無
い
世
界
を
作
る
方
法
！
」 

ご
存
知
の
健
さ
ん
達
と
酒
の
席
で
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
健
さ
ん
が
「
倉
本
聰

の
文
春
記
事
に
感
動
。」
と
口
火
。
そ
れ

に
対
し
て
皆
が
酔
っ
て
お
り
「
ウ
ク
ラ

イ
ナ
に
侵
攻
の
狂
気
は
ア
ジ
ア
で
も
怖

い
。」
な
ど
と
方
向
転
換
。「
と
に
か
く

ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
は
凄
い
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
人
々
が
凄
い
。」「
西
側
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
へ
の
援
助
は
お
金
と
武
器
だ
け
で
、

戦
っ
て
い
る
の
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
だ

け
。」「
国
連
は
無
力
。」
云
々
と
続
き
、

で
は
「
解
決
策
は
あ
る
か
？
」
と
な
り

「
今
回
は
世
界
が
反
ロ
シ
ア
に
な
り
、

ロ
シ
ア
は
な
に
も
得
て
お
ら
ず
無
力
を

晒
し
た
。」「
こ
れ
を
見
て
は
ど
ん
な
大

国
も
他
国
を
攻
め
ら
れ
な
く
な
っ
た
？
」

「
日
本
は
ス
イ
ス
の
様
な
永
世
中
立
国

に
な
る
べ
き
。」「
超
大
国
に
従
わ
な
い

国
が
団
結
し
て
、
ス
イ
ス
と
ウ
ク
ラ
イ

ナ
が
中
心
と
な
り
、
新
し
い
国
際
連
盟

が
出
来
な
い
か
？
日
、
韓
、
台
、
印
に

仏
、
独
等
々
加
わ
り
・
・
！
？
」
そ
れ

を
「
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
連
盟
と
呼
ぶ
。」「
そ

ん
な
の
甘
っ
ち
ょ
ろ
い
よ
。」
等
々
。
７

０
代
か
ら
８
０
代
半
ば
の
青
年
達
は
学

生
時
代
に
戻
っ
て
夜
が
更
け
ま
し
た
。 

「
ス
ロ
ー
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
」 

皆
さ
ん
私
の
名
前
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
開
い
て
み
て
下
さ
い
。
ス
ロ
ー
フ
ー

ド
や
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
と
い
う
言
葉
は
あ

る
が
、
ス
ロ
ー
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
は
無
い
の
で
１
５
年
前
に
私
が
作
り

ま
し
た
。「
何
が
本
当
か
、
誰
が
正
し
い

か
が
分
か
ら
な
い
。」そ
れ
を
自
ら
考
え

自
ら
判
断
す
る
方
法
な
の
で
す
。 

練
馬
健
康
と
生
き
が
い
を
語
る
会 
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● 

第
３
８
回
定
期
総
会
開
催
報
告 

山
﨑 

隆
司 

 

日
時 
５
月
３
０
日
（
月
） 

１
０
時
～
１
２
時
３
０
分 

場
所 

コ
コ
ネ
リ
ホ
ー
ル 

司
会
の
内
田
副
会
長
よ
り
議
長
選
出
の

提
案
（
承
認
）
で
保
坂
会
長
を
議
長
に

選
出
。 

始
め
に
、
本
日
の
総
会
が
会
員
総
数

１
２
４
名
に
対
し
出
席
者
５
１
名
（
委

任
状
３
５
名
）
計
８
６
名
で
成
立
し
た

旨
の
報
告
あ
り
。 

 

そ
の
後
、
議
案
集
に
沿
っ
て 

（
１
）
２
０
２
１
年
度
事
業
報
告 

（
２
）
２
０
２
１
年
度
決
算
報
告
及
び

監
査
報
告 

（
３
）
２
０
２
２
年
度
活
動
方
針 

（
４
）
２
０
２
２
年
度
事
業
報
告 

（
５
）
２
０
２
２
年
度
予
算
、 

（
６
）
２
０
２
２
年
度
役
員
選
出
、
が
議

案
と
し
て
審
議
さ
れ
一
括
承
認
。 

尚
２
０
２
１
年
度
事
業
報
告
後
、
サ

ー
ク
ル
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
つ
い
て
①
ま
ゆ
の
会
②
シ
ル
バ

ー
・
コ
ー
ラ
ス
③
歩
こ
う
会
④
シ
ネ

マ
ク
ラ
ブ
⑤
読
書
サ
ロ
ン
⑥
太
極

拳
健
康
体
操
⑦
や
す
ら
ぎ
会
を
各

担
当
者
が
説
明
。 

２
０
２
２
年
度
活
動
方
針
は
、 

本
会
の
目
的
で
あ
る
健
康
と
生
き
が

い
・
幸
の
実
現
を
目
指
し
、
よ
り
充
実

し
た
各
種
活
動
を
推
進
し
、
過
去
１
０

回
を
数
え
た
「
み
ん
な
の
お
ん
が
く
か

い
」を
発
展
さ
せ
、「
家
族
で
バ
ン
ザ
イ
・

み
ん
な
の
ぶ
ん
か
さ
い
」と
し
て
開
催
、 

例
会
（
講
演
会
）
も
会
員
の
要
望
を

踏
ま
え
テ
ー
マ
を
決
め
て
実
施
予
定
。 

２
０
２
２
年
度
事
業
計
画
は
、 

コ
ロ
ナ
下
で
中
断
し
た
バ
ス
ツ
ア
ー
、

納
涼
食
事
会
、
新
年
会
、
例
会
（
講
演

会
）
を
再
開
し
実
施
予
定
。 

２
０
２
２
年
度
役
員
選
出
は
、 

山
本
均
氏
を
新
会
長
に
、
保
坂
武
雄

氏
と
青
木
玲
子
氏
を
相
談
役
に
選
出
、

新
役
員
２
名
を
含
む
１
６
名
体
制
と
し

た
。
そ
の
後
、
役
員
の
紹
介
、
発
送
委

員
１
０
名
の
紹
介
を
経
て
、
保
坂
前
会

長
退
任
と
山
本
新
会
長
就
任
の
挨
拶
が

あ
り
、
保
坂
前
会
長
は
健
生
会
ル
ネ
ッ

サ
ン
ス
と
し
て
会
の
更
な
る
進
化
を
期

待
す
る
と
山
本
会
長
に
エ
ー
ル
を
送
り
、 

山
本
会
長
も
力
強
く
就
任
の
意
欲
を

語
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
シ
ル
バ
ー
・
コ
ー
ラ
ス
の
音

頭
で
全
員
合
唱
と
太
極
拳
健
康
体
操
の

丸
山
役
員
指
導
で
柔
軟
体
操
を
実
施
。 

休
憩
後
、
渡
邊
一
雄
顧
問
の
「
臨
死

体
験
か
ら
掴
ん
だ
も
の
ー
や
っ
と
見
つ 

 

け
た
手
応
え
の
あ
る
生
き
方
」
に
つ
き

講
演
（
１
１
時
４
５
分
～
１
２
時
１
５

分
）
が
あ
り
、
３
年
ぶ
り
の
対
面
で
の

総
会
は
終
了
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

                         

             

 

                

 

総会風景  ココネリホール会場 
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保
坂
相
談
役 

  内
田
副
会
長 

   

青
木
相
談
役 

  

渡
邊 

顧
問 

  

土
橋 

役
員 

  

山
本 

会
長 

  

渡邊顧問の講話 

創設者初代の後を引き継ぎ会長歴９年、

顧問３年、今期より相談役になられた 

青木役員に花束進呈 
難病から回復された渡辺顧問に持

ち帰りが良いコンパクトなケース

入りお花進呈 

 

 

 ３代目会長歴３年・今期より相談役 

を務められる保坂役員に花束進呈 
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ま
ゆ
の
会
の
皆
さ
ん
で
す
。 

浴
衣
地
で
夏
の
ブ
ラ
ウ
ス
を
縫
製
し 

出
来
上
が
っ
た
作
品
を
、
ご
披
露
下
さ

い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
よ
く
着
こ
な
し
さ

れ
て
い
ま
す
ね
。
私
達
を
ハ
ッ
ト
！ 

さ
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

指
導
者
の
ア
イ
デ
イ
ア
で
し
ょ
う
か
？ 

                       

🌸

『
ま
ゆ
の
会
の
部
屋
』 柳

瀬 

紀
子 

雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
、
６
月
も
元
気
い
っ
ぱ

い
の
ま
ゆ
の
会
で
す
！ 

浴
衣
地
の
ブ
ラ
ウ
ス
製
作
は
い
よ
い
よ

最
終
回
。
皆
そ
れ
ぞ
れ
に
黙
々
と
ご
自

分
の
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
和

や
か
な
中
に
も
微
か
に
漂
う
緊
張
感
！

３
時
間
以
上
も
皆
さ
ん
の
集
中
力
は
途

切
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

あ
っ
と
い
う
間
に
終
了
時
刻
。「
来
月
出

来
上
が
っ
た
作
品
を
持
っ
て
来
て
ね
。

み
ん
な
で
写
真
を
撮
り
ま
し
ょ
う
♡
」

と
先
生
か
ら
。
あ
と
も
う
一
息
、
宿
題

も
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！ 

次
回
は
、
会
員
の
千
葉
さ
ん
・
橋
本
さ

ん
・
荒
さ
ん
に
折
り
紙
を
ご
教
授
い
た

だ
き
、
素
敵
な
紫
陽
花
の
短
冊
を
作
り

ま
す
。
お
楽
し
み
に
～
♪ 

♪
７
月
の
お
知
ら
せ 

日
時 

 

７
月
４
日
（
月
）
１
時
～ 

会
場 

 

コ
コ
ネ
リ
多
目
的
室
１
＋
２ 

 

作
品 

 

折
り
紙
で
紫
陽
花
の
短
冊 

持
ち
物 

は
さ
み
・
持
ち
帰
り
用
の
袋 

柳
瀬 

０
８
０ 

５
４
１
７ 

７
７
９
０ 

   
 

  

●
「
シ
ネ
マ
ク
ラ
ブ
鑑
賞
会
報
告
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

泉 

芳
子 

５
月
２
３
日
（
月
）
６
名
参
加 

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
シ
ネ
マ
豊
島
園 

鑑
賞
作
「
大
河
へ
の
道 

≂

伊
能
忠
敬
物
語≂

」 

立
川
志
の
輔
の
新
作
落
語
を
見
た
中
井

貴
一
が
感
動
、
自
ら
志
の
輔
に
映
画
化

を
願
い
出
て
、
６
年
の
歳
月
を
か
け
て

完
成
し
た
映
画
。
伊
能
忠
敬
が
出
て
こ

な
い
忠
敬
物
語
。
千
葉
県
香
取
市
は
、

伊
能
忠
敬
の
大
河
ド
ラ
マ
が
作
ら
れ
な

い
事
に
不
満
、
何
と
か
し
よ
う
と
す
る

中
で
、
伊
能
の
日
本
地
図
完
成
の
前
に

忠
敬
は
亡
く
な
っ
て
い
た
事
が
発
見
さ

れ
ま
す
。「
大
日
本
沿
海
輿
地
全
図
」

は
命
を
か
け
て
忠
敬
の
死
を
隠
し
、
忠

敬
の
弟
子
達
と
天
文
方
の
３
年
の
努
力

で
、
将
軍
徳
川
家
斉
に
検
閲
さ
れ
完

結
。
映
画
は
江
戸
と
現
代
、
二
つ
の
物

語
を
中
井
貴
一
、
松
山
ケ
ン
イ
チ
、
北

川
景
子
ら
が
一
人
二
役
で
魅
せ
る
。 

地
図
作
成
の
ロ
マ
ン
を
持
っ
て
必

死
に
生
き
る
人
々
の
、
教
科
書
に
は
決

し
て
出
て
こ
な
い
笑
っ
て
泣
け
る
感
動

の
物
語
。
鑑
賞
後
は
何
時
も
の
よ
う
に

シ
ネ
マ
評
の
高
田
健
治
さ
ん
を
囲
み

「
金
満
楼
」
で
美
味
し
い
中
華
を
頂
き

な
が
ら
の
映
画
談
議
で
し
た
。 

 

「
伊
能
忠
敬
と
そ
の
地
図
の
こ
と
」 

 
 
 
 
 

相
談
役 

保
坂 

武
雄 

伊
能
忠
敬
（
１
７
４
５
～
１
８
１

８
）
は
若
く
し
て
伊
能
家
に
養
子
と
し

て
入
り
家
業
を
盛
り
立
て
全
国
と
江
戸

を
結
ぶ
交
易
の
要
衝
と
し
て
の
佐
原
の

発
展
に
も
尽
く
す
。
５
０
歳
に
し
て
隠

居
、
江
戸
に
出
て
天
文
学
を
学
ぶ
が
、

当
時
幕
府
は
列
強
の
動
き
に
警
戒
を
深

め
て
お
り
忠
敬
は
個
人
資
金
の
上
に
地

図
作
成
の
幕
府
予
算
を
得
て
日
本
全
図

を
作
る
こ
と
に
な
る
。
一
歩
一
歩
と
歩

き
、
１
７
年
か
け
て
日
本
全
国
を
測
量

す
る
。
そ
の
地
図
の
精
度
は
、
こ
れ
を

見
た
英
、
露
等
は
日
本
を
植
民
地
化
の

興
味
を
失
っ
た
と
い
う
程
で
あ
る
。
日

本
を
占
領
し
た
米
も
そ
の
精
度
に
驚

き
、
今
も
伊
能
地
図
の
最
も
揃
っ
た
複

写
は
米
国
合
衆
国
議
会
図
書
館
に
収
ま

っ
て
い
る
。
こ
こ
で
３
点
を
想
い
起
し

ま
す
。
①
は
、
１
０
数
年
前
に
こ
の
地

図
を
日
本
に
借
り
だ
す
企
画
が
あ
り
武

蔵
大
学
で
展
示
さ
れ
、
講
堂
一
杯
に
広

げ
て
見
せ
て
貰
っ
た
こ
と
で
す
。
映
画

の
中
の
将
軍
様
の
よ
う
で
し
た
。
②
は

私
の
第
２
故
郷
が
千
葉
県
香
取
郡
で
、

子
供
の
頃
か
ら
佐
原
の
忠
敬
（
ち
ゅ
う

け
い
）
さ
ん
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
③

数
年
前
の
「
日
帰
り
バ
ス
旅
行
」
で
は

皆
さ
ん
に
佐
原
を
御
案
内
し
ま
し
た
。 
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●
第
２
＆
３
回
こ
ぶ
し
朗
読
の
会
報
告 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
本 

均 

 
・
５
月
２
１
日
（
土
）
１
０
時
～
１
２

時
、
コ
コ
ネ
リ
研
修
室
１
東
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
８
名 

あ
ら
し
の
よ
る
に 
シ
リ
ー
ズ
② 

『
あ
る
は
れ
た
ひ
に
』 

 

 

・
６
月
４
日
（
土
）
１
０
時
～
１
２
時 

コ
コ
ネ
リ
研
修
室
５
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
参
加
者
は
１
４
名 

あ
ら
し
の
よ
る
に 

シ
リ
ー
ズ
③ 

『
く
も
の
き
れ
ま
に
』 

 

各
回
と
も
、
発
声
練
習
と
和
田
先
生

に
よ
る
全
体
の
朗
読
の
あ
と
、
参
加
者

が
順
に
リ
レ
ー
方
式
で
朗
読
を
行
い
ま

し
た
。
今
後
機
が
熟
す
れ
ば
発
表
の
場

を
設
け
て
み
た
い
と
の
意
見
も
聞
こ
え

ま
し
た
。 

 

こ
ぶ
し
朗
読
の
会
は
原
則
毎
月
第
１

お
よ
び
第
３
土
曜
日
に
開
催
し
ま
す
。 

 

ど
の
回
か
ら
で
も
始
め
ら
れ
る
の
で
、

多
く
の
会
員
の
皆
様
の
参
加
を
期
待
し

ま
す
。 

講
師 

和
田
幾
子
先
生 

会
費 

１
、
０
０
０
円
／
回 

テ
キ
ス
ト
「
完
全
版
あ
ら
し
の
よ
る
に
」 

き
む
ら
ゆ
う
い
ち
作 

講
談
社 

連
絡
先 

山
本 

均 

 
 

０
８
０
―
６
５
５
５
―
５
０
０
７ 

● 

第
１
３
回
読
書
サ
ロ
ン
の
報
告 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
﨑 

隆
司 

 

６
月
１
４
日
コ
コ
ネ
リ
研
修
室
に
て

参
加
者
８
名
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

冒
頭
、
先
日
開
催
の
第
３
８
回
定
期
総

会
特
別
講
話
で
渡
邊
一
雄
顧
問
が
病
床

で
感
銘
を
受
け
た
と
紹
介
さ
れ
た
「
死

を
見
つ
め
る
心
」（
岸
本
英
夫
著 

講
談

社
文
庫
）
を
早
速
読
ん
だ
参
加
者
か
ら

読
後
感
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
著
者
は

本
書
の
中
で
、「
生
き
て
い
る
と
き
に
死

を
思
い
煩
う
の
は
愚
か
な
こ
と
。 

死
は
経
験
の
外
に
あ
る
。
経
験
で
き
る

の
は
生
だ
け
だ
か
ら
、
生
き
て
い
く
以

外
に
人
間
が
生
き
る
方
法
は
な
い
。」と

語
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
参
加
者
か

ら
各
自
の
死
生
観
や
宗
教
観
等
に
つ
い

て
の
意
見
交
換
が
あ
り
、
過
去
に
臨
死

体
験
を
し
た
こ
と
や
霊
感
の
存
在
を
信

じ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
等
が
語
ら
れ
、
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
恒
例
の
参
加
者
持
参
の
本

の
紹
介
が
あ
り
、
滝
平
二
郎
の
切
り
絵

の
本
や
、映
画
化
さ
れ
た
葉
室
麟
著「
散

り
椿
」、辻
村
深
月
著「
青
空
と
逃
げ
る
」

等
が
披
露
さ
れ
、
会
員
同
士
の
親
睦
を

楽
し
み
ま
し
た
。 

次
回
は
７
月
１
２
日
（
火
）
で
す
。 

  

《
健
さ
ん
の
試
写
室
便
り
》 

第
１
１
８
回 

 

高
田
健
治 

「
モ
ガ
デ
イ
シ
ュ≂

脱
出
ま
で
の
１
４
日
間≂

」 

１
９
９
０
年
ソ
ウ
ル
五
輪
成
功
で
勢
い

ず
く
韓
国
は
、
国
連
加
盟
を
目
指
す
。

ソ
マ
リ
ア
の
首
都
モ
ガ
デ
イ
シ
ュ
で
韓

国
大
使
を
務
め
る
ハ
ン
は
ロ
ビ
ー
活
動

に
励
ん
で
い
た
、
北
朝
鮮
の
リ
ム
大
使

も
国
連
加
盟
の
為
に
奔
走
し
て
い
た
。

両
国
間
の
妨
害
工
作
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト

す
る
中
、
ソ
マ
リ
ア
現
政
権
に
不
満
を

持
つ
反
乱
軍
に
よ
る
内
戦
が
激
化
、
暴

徒
に
大
使
館
を
追
わ
れ
た
リ
ム
は
、
絶

対
相
容
れ
な
い
韓
国
大
使
館
に
助
け
を

求
め
る
。
ハ
ン
は
受
け
入
れ
る
の
か
、

全
員
が
生
き
て
脱
出
で
き
る
の
か
・・
！
。 

 

実
話
に
も
と
も
と
づ
く
人
間
ド
ラ
マ
。 

 

韓 

監
督 

リ
ュ
・
ス
ン
ワ
ン 

 

７
月
１
日
公
開 

 

星 

４
つ 

「
魂
の
ま
な
ざ
し
」 

近
年
、
世
界
的
に
注
目
さ
れ
る
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
の
国
民
的
画
家
シ
ャ
ル
フ
ベ
ッ

ク
。
１
９
１
５
年
シ
ャ
ル
フ
ベ
ッ
ク
は

忘
れ
ら
れ
た
画
家
で
あ
り
田
舎
で
高
齢

の
母
と
暮
ら
し
、
そ
れ
で
も
情
熱
を
失

わ
ず
に
描
き
続
け
て
き
た
。
そ
こ
へ
画

商
の
ヨ
ー
ス
タ
・
ス
テ
ン
マ
ン
が
訪
ね

て
来
て
あ
ば
ら
家
に
あ
ふ
れ
て
い
た
１

５
９
枚
の
作
品
を
発
見
、
圧
倒
的
才
能

に
驚
嘆
、
ヘ
ル
シ
ン
キ
で
の
個
展
開
催

を
決
意
。
そ
こ
で
ヨ
ー
ス
タ
は
彼
女
に

ア
マ
チ
ュ
ア
画
家
で
１
５
歳
年
下
の
青

年
エ
イ
ナ
ル
を
紹
介
。
エ
イ
ナ
ル
は
彼

女
の
作
品
の
崇
拝
者
に
留
ま
ら
ず
か
け

が
い
の
な
い
愛
の
対
象
と
な
る
。
最
期

の
そ
し
て
終
生
の
愛
と
友
情
を
貫
く
。 

 

北
欧
の
美
し
い
自
然
と
共
に
と
ら
え

た
大
ヒ
ッ
ト
作
品
。 

芬
蘭 

監
督 

ア
ン
テ
イ
・
ヨ
キ
ネ
ン 

７
月
１
５
日 

公
開 

星 

３
つ 

「
戦
争
と
女
の
顔
」 

１
９
４
５
年
、
終
戦
後
の
レ
ニ
ン
グ
ラ

ー
ド
、
独
ソ
戦
に
よ
り
街
は
荒
廃
、
市

民
は
心
身
と
も
に
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
て

い
た
。
残
さ
れ
た
残
骸
の
中
、
生
と
死

の
戦
い
は
続
い
て
い
た
。
従
軍
看
護
師

イ
ー
ヤ
は
病
院
で
働
き
な
が
ら
パ
ー
シ

ュ
カ
と
言
う
子
供
を
育
て
て
い
る
が
そ

の
子
を
発
作
の
せ
い
で
失
っ
て
し
ま
う
。

そ
こ
に
子
供
の
本
当
の
母
で
あ
り
戦
友

の
マ
ー
シ
ャ
が
戦
地
か
ら
帰
還
す
る
。 

彼
女
も
戦
の
傷
を
抱
え
な
が
ら
も
、 

若
き
二
人
の
女
性
は
廃
墟
の
中
で

自
分
達
の
生
活
を
再
建
す
る
た
め

の
戦
い
に
意
味
と
希
望
を
見
出
す
。 

露 

監
督 

カ
ン
テ
ミ
ー
ル
・
バ
ラ
ー
コ
フ 

７
月
１
５
日 

 
 
 

星 

３
つ 
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私
の
好
き
な
川
柳
「
落
語
名
人
た
ち
の
名
句
迷
句
」
⑲ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

渡
邊
一
雄
（
三
遊
亭
大
王
） 

今
月
も
落
語
名
人
達
の
川
柳
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

こ
れ
は
志
ん
生
の
長
男
金
原
亭
馬
生
の
次
女
美
濃
部
由
紀
子
（
姉
は
池
波
志
乃
）

が
父
が
残
し
た
段
ボ
ー
ル
の
中
に
昭
和
川
柳
鹿
連
会
の
約
一
五
〇
〇
句
あ
る
の

を
見
つ
け
、
そ
の
中
か
ら
五
〇
〇
句
選
ん
だ
も
の
を
本
に
し
て
出
版
し
た
。
そ

の
中
か
ら
三
遊
亭
大
王
が
選
ん
だ
名
句
迷
句
を
こ
こ
で
紹
介
し
て
い
る
。
俳
句

を
題
に
し
た
雑
俳
と
い
う
噺
が
あ
り
爆
笑
も
の
だ
が
私
の
好
き
な
噺
で
、
時
々

演
じ
て
い
る
。
俳
句
や
川
柳
は
噺
の
中
で
場
面
を
変
え
る
時
と
か
マ
ク
ラ
に
使

う
こ
と
が
多
い
。 

私
の
場
合
、
ま
ず
高
座
に
立
つ
瞬
間
「
え
ー
、
噺
家
は
笑
い
上
手
に
助
け
ら
れ

と
い
い
ま
す
が
今
日
三
回
以
上
笑
っ
た
方
に
三
万
円
差
し
上
げ
た
い
気
持
ち
で

す
。」
と
言
っ
て
笑
い
を
と
っ
て
か
ら
本
題
に
入
る
こ
と
も
あ
る
。
昭
和
は
遠
く

な
り
に
け
り
と
い
う
歌 

（
小
林
旭
）
が
あ
る
が
昭
和
生
ま
れ
の
人
に
と
っ
て
は
懐
か
し
く
、 

又
昭
和
を
知
ら
な
い
人
に
も
こ
の
昭
和
川
柳
を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
。 

 

① 

湯
豆
腐
の
湯
気
に
心
の
帯
が
解
け 

 
 
 
 
 
 
  

馬 

生 

② 

借
り
の
あ
る
人
が
湯
ぶ
ね
の
中
に
い
る 

 
 
 
 
  

志
ん
生 

③ 

自
腹
で
は
食
べ
な
い
も
の
は
ふ
ぐ
の
味 

 
 
 
 
  

文 

楽 

④ 

盃
を
ほ
う
る
は
む
ね
に
な
に
か
あ
り 

 
 
 
 
   

志
ん
生 

⑤ 

初
鰹
買
え
な
い
奴
は
冷
奴 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

三
木
助 

⑥ 

春
や
春
娘
の
尻
が
ゆ
れ
て
行
き 

 
 
 
 
 
 
 
  

正 

楽 

⑦ 

花
見
か
ら
一
人
怒
っ
て
か
え
る
奴 

 
 
 
 
 
 
  

文 

楽 

⑧ 

お
花
見
の
客
を
高
座
は
持
て
余
し 

 
 
 
 
 
 
  

三
木
助 

⑨ 

池
袋
目
が
覚
め
た
の
は
目
白
駅 

 
 
 
 
 
 
 
  

大 

王 
⑩ 
ア
ベ
ッ
ク
の
女
み
つ
め
て
つ
ね
ら
れ
る 

 
 
 
 
  

文 

楽 
渡
邊
先
生 

「
ご
全
快
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」 

 

い
ろ
い
ろ
の
お
話
を
伺
い
、
今
回
は
見
て
き
た
「
地
獄
」
の
こ
と
、 

地
獄
へ
行
か
な
い
方
法
、
引
き
返
す
方
法
等
も
伺
い
ま
し
た
。 

○ 

酷
暑
日
の
姿
煮
に
感
謝
感
激 

 
 

ホ
ウ
さ
ん 

  

 

 

「
役
員
会
報
告
」 

６
月
２
日
（
木
）
コ
コ
ネ
リ
研
修
室
３ 

出
席
者 

内
田
、
竹
内
・
竹
内
（
律
）、

土
橋
、
濱
、
山
崎
、
丸
山
、
山
本
（
稔
） 

司
会 

山
本
（
均
） 

 

●
第
３
８
回
定
期
総
会 

開
催
報
告 

５
月
３
０
日
（
月
）
に
開
催
さ
れ
た
定

期
総
会
に
つ
い
て
、
山
﨑
役
員
か
ら
別

稿
の
と
お
り
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

な
お
、
総
会
に
引
続
き
講
話
さ
れ
た
、

渡
邊
顧
問
か
ら
寄
付
を
い
た
だ
い
た
旨
、

土
橋
役
員
よ
り
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

●
５
月
行
事
報
告 

行
事
案
内
ど
お
り
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

●
６
月
の
活
動
予
定 

６
月
２
日
（
木
）
役
員
会 

６
月
２
１
日
（
火
）
ニ
ュ
ー
ス
校
正 

開
始
を
９
時
に
変
更
、
引
き
続
き
「
み

ん
な
の
ぶ
ん
か
さ
い
」
打
ち
合
わ
せ 

６
月
２
５
日
（
土
）
大
江
戸
花
め
ぐ
り 

新
宿
周
辺
の
文
化
施
設
見
学
と
食
事 

６
月
２
９
日
（
水
）
ニ
ュ
ー
ス
発
送 

そ
の
他
、
行
事
案
内
ど
お
り 

●
７
月
ニ
ュ
ー
ス
担
当 

７
月
案
内
資
料
ど
お
り
に
決
定
さ
れ
ま

し
た
。 

●
検
討
事
項 

①
第
１
回
「
家
族
で
バ
ン
ザ
イ
・
み
ん

な
の
ぶ
ん
か
さ
い
」
に
つ
い
て 

・
こ
れ
ま
で
の
「
み
ん
な
の
お
ん
が
く

か
い
」
を
発
展
さ
せ
た
形
で
「
ぶ
ん
か

さ
い
」
と
し
て
開
催
す
る
趣
旨
に
つ
い

て
山
本
会
長
よ
り
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

音
楽
の
他
様
々
な
芸
術
や
文
化
、
サ
ー

ク
ル
活
動
の
発
表
の
場
と
し
ま
す
。 

・
実
行
委
員
長
は
保
坂
相
談
役 

・
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

６
月
２
１
日
（
火
）
１
１
時
よ
り 

コ
コ
ネ
リ
研
修
室
に
て
段
取
り
打
ち
合

わ
せ
。 

７
月
上
旬 

リ
ハ
ー
サ
ル
、
会
場
の
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
と
の
打
ち
合
わ
せ 

チ
ラ
シ
、
チ
ケ
ッ
ト
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

ア
ン
ケ
ー
ト
作
成 

②
例
会
、
講
座
に
つ
い
て 

隔
月
に
例
会
を
開
催
す
る
方
向
で
検
討
。 

③
年
会
費
の
集
金
に
つ
い
て 

６
月
末
ま
で
に
年
会
費
の
納
入
を

完
了
す
る
よ
う
会
員
に
お
願
い
し
ま
す
。 

報
告 

山
本
（
均
） 

 

＊ 

ご
寄
付
、 

健
生
会
顧
問 

 

渡
邊
一
雄 

様 

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

闘
病
生
活
を
終
え
た
ば
か
り
で
、 

総
会
に
出
席
さ
れ
終
了
後
に 

ご
講
話
を
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。 

と
て
も
感
動
す
る
お
話
で
し
た 
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● 

健
康
だ
よ
り 

 
練
馬
区
立
は
つ
ら
つ
セ
ン
タ
ー
豊
玉 

 
 
 
 

看
護
師 

 

尾
﨑 

幹
子 

「
健
康
生
活
の
評
価
」
に
つ
い
て 

加
齢
と
と
も
に
変
化
す
る
身
体
機

能
の
維
持
・
健
康
づ
く
り
に
運
動
、
活

動
拡
大
・
食
事
に
取
組
ん
で
い
る
方
が

多
い
と
思
い
ま
す
。 

健
康
だ
よ
り
で
は
、
健
康
に
ま
つ
わ

る
生
活
の
仕
方
や
考
え
方
な
ど
に
つ
い

て
ご
紹
介
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

今
回
は
、
実
行
し
た
結
果
を
知
る
こ
と

は
重
要
と
考
え
、
指
標
の
一
つ
を
ご
紹

介
し
ま
す
。 

【
体
重
計
の
活
用
で
成
果
を
見
え
る
化
】 

体
組
成
測
定
が
で
き
る
体
重
計
が
普
及

し
て
お
り
、
す
で
に
活
用
し
て
い
る
方

も
多
い
と
思
い
ま
す
。 

➀
体
重
の
増
減
と
体
脂
肪
・
筋
肉
量
の

増
減
と
関
連
し
て
み
る
。 

【
体
重
増
の
意
味
】 

ア
体
脂
肪
不
変
又
は
減
少
・
筋
肉
増
加 

イ
体
脂
肪
増
加
・
筋
肉
増
加 

ウ
体
脂
肪
増
加
・
筋
肉
減
少
又
は
不
変 

【
体
重
減
の
意
味
】 

 

ア
体
脂
肪
減
少
・
筋
肉
増
加 

イ
体
脂
肪
減
少
・
筋
肉
不
変 

ウ
体
脂
肪
不
変
・
筋
肉
減
少 

結
果 

ア
：
現
在
の
運
動
、
食
事
法
を
継
続 

イ
：
継
続
、
又
は
一
部
を
見
直
す
。 

ウ
：
方
法
や
内
容
を
見
直
す 

食
事
の
バ
ラ
ン
ス
、
運
動
の
仕
方
の
見

直
し
の
参
考
に
し
ま
す
。 

②
Ｂ
Ｍ
Ｉ 

 

１
８
・
５
～
２
５
を
目
標
に
す
る
。 

 

体
重
の
調
整 

③
基
礎
代
謝
量 

維
持
、
又
は
増
加
を
目
指
す
。 

筋
肉
量
が
増
え
れ
ば
、
基
礎
代
謝
量
は

増
加
し
、
免
疫
力
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り

ま
す
。 

毎
日
運
動
を
続
け
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
筋
肉
量
が
増
え
な
い
場
合
は
、
運
動

の
方
法
・
種
類
の
工
夫
に
よ
り
改
善
す

る
可
能
性
が
高
ま
り
ま
す
。 

④
体
水
分
率 

 

体
水
分
率
五
〇
％
を
目
指
し
ま
す
。 

体
水
分
率
は
、
脱
水
の
予
防
・
し
い
て

は
脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞
な
ど
の
予
防
に

つ
な
が
る
重
要
な
サ
イ
ン
で
す
。 

む
く
み
が
あ
る
場
合
は
、
五
〇
％
で
も

脱
水
が
な
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。“
む
く

み
”
対
策
が
必
要
で
す
。 

⑤
推
定
骨
量 

維
持
、
又
は
増
加
を
目
指
す
。 

運
動
な
ど
骨
に
衝
撃
を
与
え
る
こ
と
に

よ
り
、
骨
形
成
が
促
進
し
ま
す
、
カ
ル

シ
ウ
ム
・
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
を
多
く
含
む
食

事
と
日
光
浴
を
一
日
二
〇
～
三
〇
分
。 

以
上
、
主
な
指
標
を
➀
か
ら
⑤
を
取

り
上
げ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
項
目
は

日
々
の
運
動
・
食
事
・
活
動
が
関
連
し

合
っ
た
結
果
を
反
映
し
て
い
る
と
い
え

ま
す
。
結
果
が
目
に
見
え
る
と
日
々
の

過
ご
し
方
の
見
え
方
が
変
わ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
１
～
２
か
月
ご
と
に
体
組

成
を
測
定
し
て
、
日
ご
ろ
の
頑
張
り
が

観
え
る
と
楽
し
く
も
な
り
、
工
夫
の
参

考
に
す
る
、
目
標
を
よ
り
具
体
的
に
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。 

継
続
こ
そ
力
。
ま
さ
に
よ
り
よ
く
老
い

て
、
生
き
て
い
こ
う
精
神
で
す
。 

＊
（
は
つ
ら
つ
セ
ン
タ
ー
豊
玉
）
で
は 

６
０
歳
以
上
の
方
を
対
象
に 

①
体
組
成
測
定
は
毎
日 

②
看
護
師
に
よ
る
相
談
は
、
月
・
木
・

土
（
１
３
時
～
１
６
時
）
に
実
施
し
て

い
ま
す
。
相
談
は
、
お
休
み
の
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
来
所
前
に
事
務
所
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

☎

（
０
３
・
５
９
１
２
・
６
４
０
１
） 

        

                              

●食生活  ＊カルシュウム 

カルシュウムは骨の材料になります。 

牛乳やヨーグルト等の乳製品・小魚・

豆腐・小松菜などをとりましょう。 

●嗜好品に注意！ 

アルコールやコーヒの摂りすぎは、利

尿作用によりカルシュウムが排出さ

れてしまいます。 

＊ビタミンD 

カルシュウムの吸収を助けます。 

鮭・さんま・ひらめ等の魚類や 

きくらげに多く含まれています。 

食品から、だけでなく紫外線を 

浴びることによっても皮下脂肪

でビタミンDが生産されます。 

●リン、塩分のとりすぎ

に注意！ 

リンや塩分はカルシュウ

ムの吸収に影響を与えま

す。インスタント食品や

清涼飲料水の摂り過ぎを

控え、減塩を心がける。 

丈夫な骨は健康生活の支柱（需要要素）          某雑誌参考 

・
・
◆ 

お
願
い 

◆
・
・ 

本
年
度
の
健
生
会
・
会
費
未
納
の
方
は 

７
月
中
に
納
入
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。 

加
入
者
名 
健
生
会

け
ん
せ
い
か
い 

口
座
番
号 

０
０
１
９
０
―
５
―
５
６
７
９
３
９ 
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き ２０２２年（令和４年度） ７月 行 事 案 内 

 
▼  ２日（土）１０：００「こぶし朗読の会」ココネリ・研修室２西 

▼  ４日（月）１３：００「まゆの会」ココネリ・多目的室 1＋２ 

▼  ６日（水）１３；３０「シルバー・コーラス」生涯学習センター 

▼  ７日（木）１０：００「役員会」ココネリ・研修室３  

▼ １２日（火）１０：００「読書サロン」ココネリ・研修室４ 

▼ １６日（土）１０：００「こぶし朗読の会」ココネリ研修室２西 
▼ １９日（火） ９：００「校正」ココネリ・研修室３  ぶんかさい打ち合わせ 

▼ ２０日（水）１０；００「シルバー・コーラス」生涯学習センター 

▼ ２２日（金）１０：００「太極拳健康体操」ココネリ・研修室２ 

▼ ２２日（金）１３：００「やすらぎ会」ココネリ・研修室４ 

▼ ２７日（水）１０：００「シルバー・コーラス」生涯学習センター 

▼ ２７日（水）１０：００「印刷・発送」生涯学習センター  

「おしめたたみ」「きららカレー作り」「なべさんの湧くわく講座」・「囲碁講座」はお休みです。 

 

 

 
   第一回「家族でバンザイ・みんなのぶんかさい 」開催のご案内 

開催日：令和４年８月 ４日（木）                12時 30分開場 
場  所：練馬・生涯学習センターホール（練馬区役所裏 ）13時 00分開演 
主なプログラム 

 ＊サークル活動の紹介 

 ○練馬シルバー・コーラス 

 ○タップダンス・カンツォーネ    

 ○歌と寸劇「瞼の母」 

 〇太極拳健康体操   

 ○朗読 「母」    

 ○ジャズ・サクソフォーン 

ギター＆歌・演奏 

    
 

  
 

 

 

編 

集 

後 

記 

 

コ
ロ
ナ
禍
で
す
が
パ
ソ
コ
ン
総
会
か
ら
、
今
回
十
分

注
意
を
払
い
な
が
ら
思
い
切
っ
て
会
場
で
の
開
催
を

決
断
致
し
ま
し
た
。
広
い
会
場
に
大
勢
の
方
に
出
席
し

て
い
た
だ
き
本
当
に
有
難
く
、役
員
も
準
備
を
し
て
き

た
甲
斐
が
あ
り
ま
し
た
。７
月
号
は
総
会
時
の
写
真
も

入
れ
て
見
ま
し
た
。渡
辺
顧
問
も
難
病
生
活
か
ら
元
気

な
お
姿
に
回
復
さ
れ
、
お
会
い
で
き
、
と
て
も
嬉
し
く

思
い
又
青
木
相
談
役
も
数
か
月
前
に
骨
折
を
し
て
ベ

ッ
ト
生
活
で
動
け
な
か
っ
た
の
が
何
と
か
出
席
出
来

る
迄
に
な
り
頑
張
っ
て
来
て
下
さ
い
ま
し
た
。 

久
し
ぶ
り
に
お
目
に
か
か
り
ま
し
た
。
特
に
私
達
高
齢

者
は
転
ば
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
総
会
が
終

わ
る
と
、１
０
回
続
い
た「
み
ん
な
の
お
ん
が
く
か
い
」

を
新
た
に
志
向
を
変
え
て
第
１
回
と
し
、
８
月
４
日

（
木
）
に
開
催
い
た
し
ま
す
。
夏
休
み
中
な
の
で
、
ご

家
族
で
ご
来
場
下
さ
る
こ
と
を
願
っ
て
、
役
員
一
同
、

準
備
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。 

 
 

Ｃ
・
Ｕ 

 
 

 

◆ 

ボ
ラ
ン
テ
ア
活
動 

◆
ニ
ュ
ー
ス
「
割
付
・
校
正
」
１
２
名 

５
月
１
９
日
「
木
」
コ
コ
ネ
リ 

 

保
坂
武
雄 

内
田
稚
代 

竹
内
善
治 

土
橋
昌
子 

 

山
本 

均 

横
田
邦
彦  

浜
寿
美
子 

竹
内
律
子 

 

山
本
稔
子  

山
崎
隆
司 

田
中
昌
実 

丸
山
英
子 

◆
ニ
ュ
ー
ス
「
印
刷
、
発
送
」
１
４
名 

５
月
２
５
日
「
水
」
学
習
セ
ン
タ
ー 

保
坂
武
雄 

山
本  

均 

内
田
稚
代 

竹
内
善
治 

 

柳
瀬
紀
子 

竹
内
律
子 

土
橋
昌
子 

橋
本 

光 
 

荒 

京
子 

高
山
節
子 

八
木
ふ
み
子 

丸
山
英
子 

内
田
ま
さ
子 

館
岡
美
智
代 

 
 

  

 

これまで１０回を数えた「みんなのおんがくかい」を引き

継いで、家族、先生と生徒、師匠と弟子などの絆をキーワ

ードとする、ぶんかさいを計画しました。各サークル活動

の紹介の場でもあります。皆様お誘いあわせの上ご来場く

ださい。プログラムの詳細は、健生会ニュース８月号に同

封いたします。 

   

 

◆ 

ボ
ラ
ン
テ
ア
活
動 

◆
ニ
ュ
ー
ス
「
割
付
・
校
正
」
１
２
名 

５
月
１
９
日
「
木
」
コ
コ
ネ
リ 

 

保
坂
武
雄 

内
田
稚
代 

竹
内
善
治 

土
橋
昌
子 

 

山
本 

均 

横
田
邦
彦  

浜
寿
美
子 

竹
内
律
子 

 

山
本
稔
子  

山
崎
隆
司 

田
中
昌
実 

丸
山
英
子 

◆
ニ
ュ
ー
ス
「
印
刷
、
発
送
」
１
４
名 

５
月
２
５
日
「
水
」
学
習
セ
ン
タ
ー 

保
坂
武
雄 

山
本  

均 

内
田
稚
代 

竹
内
善
治 

 

柳
瀬
紀
子 

竹
内
律
子 

土
橋
昌
子 

橋
本 

光 
 

荒 

京
子 

高
山
節
子 

八
木
ふ
み
子 

丸
山
英
子 

内
田
ま
さ
子 

館
岡
美
智
代 

 
 

   

編 

集 

後 

記 

 

７
月
号
ニ
ュ
ー
ス
編
集
・
校
正
が
終
わ
り
、
二
日
前

ま
で
は
ア
ジ
サ
イ
も
元
気
で
き
れ
い
に
咲
い
て
お
り
、

当
分
見
ら
れ
る
と
思
っ
て
い
た
が
こ
こ
に
来
て
い
き

な
り
猛
暑
に
な
り
一
気
に
色
褪
せ
、
ぐ
た
っ
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
又
来
年
咲
か
せ
た
い
の
で
思
い
切
っ

て
剪
定
作
業
を
済
ま
せ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
み
ょ
う

が
沢
山
伸
び
て
き
ま
し
た
の
で
薬
味
と
し
て
使
え
る

の
を
待
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
又
５
月
に
開
催
さ
れ

た
総
会
も
無
事
に
終
了
出
来
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
の
時
の
写
真
も
、
ニ
ュ
ー
ス
に
載
せ
て
あ
り
ま
す
。

総
会
が
終
わ
っ
て
、
８
月
に
は
第
一
回
「
家
族
で
バ
ン

ザ
イ
・
み
ん
な
の
ぶ
ん
か
さ
い
」
と
し
、
内
容
も
一
新

し
て
開
催
い
た
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
コ
ロ
ナ
禍
が
長
引
い

て
気
が
滅
入
っ
て
お
ら
れ
る
方
も
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
ご
観
覧
い
た
だ
き
、
一
時
で
も
気
分
を
爽
快
に
し

て
明
日
へ
の
元
気
の
源
に
し
て
頂
け
れ
ば
と
役
員
一

同
願
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
参
加
を
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
・
Ｕ 
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・
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